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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・情報基礎・倫理

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

 
入学試験委員、ホームページ委員、ネットワーク委員、教養部初年次教育ワーキンググループ代表

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

情報処理センターにおいて、初心者向けに、e-Learning利用講習会、PowerPoint利用講習会を実
施

京都大学大学院理学研究科物理第二専攻博士課程修了

博士（理学）

原子核・素粒子物理

最終学歴

　【研究上の特記事項】

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本物理学会

有限温度・有限密度物質の理論的研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

学部担当科目

・情報基礎・倫理
・表現技法Ｉ
・パソコン操作ＩＩ
・プログラミング初級
・データ処理論（三）
・データ処理論（五）



共著

共著

奈良大学教養部平成27年4月

奈良大学紀要44号平成28年3月

有限温度QEDにおいて、WT方程式を
満たすDS方程式の解法を開発し、ゲー
ジ不変な解を求め、相構造の解析を
行った。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①奈良大生のための表現技法

①Solution of Dyson-Schwinger
Equation Consistent with Gauge
Invariance Condition

②

②

③

④

⑤

④

1年次生必修科目表現技法Ｉで使用する
教科書の第9章、第10章の執筆、およ
び、教科書全体の編集を担当。

③

（学会発表）

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

④

②

⑤

①

③

④


